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 富山県では、平成 7年に県の水産試験場に深

層水利用研究施設が完成し、平成 8年度から非

水産分野での利用研究を開始している。 

 当初は商業利用目的での分水は認められて

いなかったが、平成 12 年度には分水が認めら

れ、同時期に県内民間企業などからなる「富山

県深層水協議会」が設立された。 

 その後、平成 13 年 12 月に入善町、平成 17

年 1月に滑川市の施設でも分水されるようにな

り、富山湾の深層水の非水産分野での利活用が

進んでいった。 

 県では「富山の深層水」の振興のため、①深

層水の特性解明、②事業化、商品化へ向けた研

究、③さらに産学官連携による研究・商品化支

援を行ってきている。 

また、富山県深層水協議会では、民間会員企

業、県、滑川市、入善町の協力を得て、深層水

のＰＲ事業を展開してきている。 

さらに、ブランド確立のため、富山の深層水

を使った商品の公認ブランドマークを作成し、

消費者から信頼を得る商品づくりを支援して

いる。 

このような取組みにより、これまで 156の民

間企業から 500品目近くの商品が販売されてき

たが、全体の売上額は減少傾向が続いており、

いかに魅力的な商品を開発できるかが、今後の

深層水利活用の拡大のカギになると思われる。 

 

今回の特別シンポジウムにて、富山県におけ

る海洋深層水の利活用についてディスカッシ

ョンするにあたり、本県における現状と課題に

ついて紹介いたします。 

 

 

写真：多彩な深層水関連商品 

(25)

49




